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研究成果の概要（和文）：総括班では「生体ナノシステムの制御」領域の全体的な研究の方針の

策定と特定班員の研究結果の報告や新しいプロジェクトの提案や研究動向に対応し新しい方向

性を議論する．その新しい方向性をいち早く全体に伝えるために，定期的に研究報告会を開催

し，意志の疎通を図った．そのために，研究成果の発表会を毎年 2 回程度開催した．班員間に

技術を伝えるために，顕微鏡実習を 3 回開いた．特定領域の前半及び最終年のとりまとめとし

て，国際シンポジウムを開催した．  
  

研究の概要（英文）：The aim of a general group is that the group members determine the 

goal of our project and promote research work to achieve the goal. To reach the aim, we 

opened the annual meetings for all project members to present their works. After the 

meetings, we discussed the problems for reaching the goal and the plan to do. We also 

had international symposiums in the middle of the project and at the final project year 

to discuss our works internationally.  
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１．研究開始当初の背景 

タンパク質の構造と機能に関する研究は
この 10年間にめざましい発展を遂げている．
その発展には，タンパク質の原子構造と１分
子解析による分子機能の理解が深まったこ

とが大きく寄与している．しかしながら，ナ
ノメートルサイズのタンパク質が細胞の中
で機能する場は，分子単独ではなく，多種類
のタンパク質から構成された機能単位とし
ての"ナノシステム"と，さらにこれらが統合
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された"高次ナノシステム"にある．生命の理
解にはこのナノシステムの理解が不可欠で
ある．本領域ではナノシステムの機能と細胞
の機能とを関連づけて理解すると同時に，細
胞機能の制御機構を統合的に理解する．その
ために，モータータンパク質を中心とて構築
されたナノシステムの構造と機能を解明し，
より高次のナノシステムの複雑な制御を基
本制御過程に分解して理解し，細胞機能の制
御の統合的な理解へと繋げる． 

ポストゲノム研究で明らかにされるタン
パク質の構造と機能の解析のみからでは，ヒ
トなどの個体を理解することはできない．個
体の理解には，細胞機能の理解が不可欠であ
り，本特定領域のように，タンパク質の構造
の理解に始まり→タンパク質機能→タンパ
ク質システム機能→そして細胞機能へ，と１
つの体系として細胞の機能制御を多角的か
つ統合的に解明することが必要である． 
 

２．研究の目的 

本特定領域「生体ナノシステムの制御」の
目的は，生命の分子野持つ機能と細胞のシス
テム機能とを同じ統合的に理解する新しい
パラダイムを創生することである．現在のと
ころ分子と細胞では用いる技術や方法に隔
たりがあるので，ナノシステムを３つの階層
に分け，まず２年程度を目安に各階層を深く
研究する．各階層とは（単一）ナノシステム，
システムの複合した高次ナノシステム，そし
て細胞内ナノシステム，である．それぞれの
階層内では以下のような研究を重点的に行
う． 

この総括班ではこの領域の全体的な研究
の方針の策定と特定班員の研究結果の報告
や新しいプロジェクトの提案等を行う．この
班には各研究項目の代表として，樋口秀男，
真行寺千佳子，広瀬謙造，内田隆史が迅速に
研究動向に対応し新しい方向性を議論する．
その新しい方向性をいち早く全体に伝える
ために，特定領域代表の経験者である須藤に
速やかなアドバイスをもらい，これを実行に
移す．研究評価者を３名配置し，定期的に研
究の進捗状況を説明しアドバイスを求める.

また，班員間をまたがる研究を行うために，
研究支援者を置く． 

 

３．研究の方法 

（１）班会議の開催：特定領域研究たちあげ
のための班会議を開催する。ここで、全体の
研究方向の確認、各計画研究班の研究計画の
確認、生体ナノシステムの制御領域の現状の
分析などをおこなう。 
（２）シンポジウムの開催：海外からの生体
ナノシステムの制御研究者も交えて、「生体
ナノシステムの制御」に関するシンポジウム
を開催する。 

（３）ニュースレター発行：班員間の情報交
換と本特定領域外の研究者への研究内容紹
介をかねたニュースレターを年に数回発行
するための準備をはじめる。 
（４）ホームページの開設：生物モーターに
関する最新情報をホームページで開示する。 
（５）研究支援：柔軟な共同研究展開を目指
して、共同研究の進展が著しい研究班（計画
研究、公募研究）に、班間の“のり”になる
ような形で研究支援者を派遣する。そのため
に、研究員１名、技術員１名分の研究支援者
を総括班に置く． 
 
４．研究成果 
研究成果の取りまとめ発表会 

研究成果の発表会を毎年 2 回程度開催し，

班員の成果を発表するだけでなく，共同研究

体制を構築するための話し合いがもたれた

その結果多数の共同研究が行われた．以下に

会議の内容を述べる． 

2006年：特定領域の前半のとりまとめとし

て，2006年 9月 1-3日に宮城県松島町のホテ

ルにて泊り込みで国際シンポジウムを開催

し，４名の海外招待講演及び１４名の国内招

待講演が行われた．領域の代表者のほか若手

助教やポスドク及び院生の多数の発表が活

発に行われ，研究の概略図入り予稿集を作成

した（世話人：樋口，内田，真行寺）． 

2005 年,2007 年そして 2008 年の３回にわ

たりダイニン分子研究会を開催した．第３回

は領域の最終年度の 2008 年６月に開いた．

ダイニンは本領域の掲げる主要タンパク質

であり，ダイニンの構造，機能，制御に関す

る１４題の発表と議論がなされた．これらの

発表の多くは世界最先端の研究であった． 

2008年 10月 31-1１月２日には第２回特定

領域主催の国際会議を東京大学の本郷キャ

ンパスで開催した（世話人；樋口，真行寺，

富重）．７名の海外招待講演及び５名の国内

招待講演が行われた．領域の代表者や若手助

教やポスドク及び院生の発表も活発に行わ

れ，研究の概略図入り予稿集を作成した 

 

年度ごとの取りまとめ発表会リスト 

2004年度 

11 月 3 日 第１回全体発表会・総括班会議 

（東北大） 

１月 7-9日 第２回全体発表会・総括班会議 

（大阪，生体運動合同班会議 公開） 

2005年度 

９月 9-10 日 第３回全体発表会・総括班会

議 東京大 （世話人：富重，真行寺） 

１月 6-8日 第４回全体発表会・総括班会議

（東大，生体運動合同班会議 公開） 



 

 

2006年度 

９月 1-3 日 第 5 回全体発表会・総括班会議 

国際シンポジウム 宮城県松島町(世話人：

樋口公開） 

１月 6-8 日 第 6 回全体発表会・総括班会議

（金沢，生体運動合同班会議，公開） 

2007年度  

９月 13,14日 第７回全体発表会・総括班会

議 大阪千里中央 （世話人：岩根，荒田） 

１月 7-9日 第 8回全体発表会・総括班会議 

仙台（生体運動合同班会議、世話人：樋口，

公開） 

2008年度 

10月 31-11月 1,2日 第２回特定領域国際会

議 第 9回全体発表会・総括班会議 

１月 9-11日第 10回全体発表会・総括班会議 

東大（生体運動合同班会議、世話人：須藤，

公開） 

 

各研究項目の連携のための特定領域の活動 

領域の全体会議を毎年度２回開催し，班員

間の成果の発表と交流を行った．後述の全体

会議以外にもテーマを絞ったセミナーや顕

微鏡実習の開催を通して研究の交流を活発

に行った，また関連学会の年会等におけるシ

ンポジウムを積極的に企画し，学会会員とと

もに成果を議論した，全体会議を除いた領域

の行事を以下に挙げる． 

 

2004年度 

12月14日生物物理学会シンポジウム  京都，

「微小管の重合・脱重合：原子から細胞へ，

そして個体へ」座長 樋口 

2005年度 

8 月 30, 31 日 第１回ダイニン分子研究会 

宮城県蔵王町 (世話人：樋口) 

11 月 1-4 日 国際会議「Dynein 2005」神戸 

（実行委員：大岩，豊島，真行寺） 

12月23日 生物物理学会シンポジウム 札幌 

「分子モーターシステム：その構造情報の流

れと分子メカニズム」座長広瀬恵子，安永 

2月 28日 第１回 顕微鏡実習（東大真行寺

研，東大富重研） 

2006年度 

4月 14日 第２回 顕微鏡実習（東北大 樋

口研） 

2007年度 

5 月 24-26 日 蛋白質科学会 シンポジウム 

仙台（内田，水野）． 

6 月 7 日 第２回ダイニン分子研究会 東大

駒場 （世話人：豊島，樋口） 

10月 1,2日 第３回顕微鏡実習 （電子顕微

鏡）つくば（広瀬，安永） 

11 月 16 日 セミナー「細胞の種々の機能制

御における３種分子モーターの共同的役割

について」東京大学本郷（世話人：真行寺） 

11月 10日 セミナー「アクチン・ミオシン：

分子と細胞を如何にして結びつけるか」早稲

田大（世話人：鈴木団，石川） 

12 月 23 日 生物物理学会シンポジウム 横

浜（座長：大岩，西坂） 

2008年度 

6 月 12-13 日 第 3 回ダイニン分子研究会 

（世話人：稲葉） 

12月3-5日 生物物理学会シンポジウム 福

岡「やっとわかってきたダイニン分子モータ

ーの運動メカニズム」 福岡（座長：樋口，

豊島） 

 

共同研究 

研究支援者はこの特定領域の目玉である

ダイニン分子の発現と 1分子値から測定を行

った．その結果，組み替えダイニン 1分子の

出す力は，天然ダイニンよりも 30％程度小さ

く，速度は半分程度に減少することが確認さ

れた．また，哺乳類ダイニンの精製に成功し

た． 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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